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白山山系南部、石徹白周辺の地形・地質（予報）
－平坦面と沼について－
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1．はじめに

白山山系には急峻な地形が発達するが，その稜線や山麓などにはところどころに比較的緩やかな

地形が存在する。そして崩壊地形，二重山稜，沼・湿原などの凹地を伴うなど独特の景観を見せる。

これらをつくる地質は火山岩類であることが多いが，手取層群・花嵐岩類であることもある。

白山山麓白水湖南東の稜線に発達する平坦面に分布する二重山稜や沼については，高地平坦面で

のおおきな山体の崩壊地形が関係したものと考えられる（鹿野ほか，1990）。白山山頂付近に発達す

る緩やかな地形は新しい火山噴出物によって構成され　そこに分布する池は爆裂火口や噴出物によ

る埋め立てである（山崎ほか，1985）。また，新しい火山噴出物の緩やかな斜面に分布する湿原や湿

草原は多雪地形によるものとしている（遠藤，1984）。

このような地形は白山南方の石徹白周辺地域にも多く見られる。そのなかで願教寺山北西山麓の

刈込池平坦面は侵食起伏面に願教寺火山岩類が堆積したものであるとしている（伊藤・白竹，1983）。

この願教寺山南東の石徹白川右岸にも同じような形態の池や平坦面が分布する。そして、その平坦

面を構成する地層からは一部で植物化石が産出する。

このたび石徹白川上流域に発達する平坦面とそこに見られる沼などの凹地，および末報告の植物
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化石を調査したので，その概要を報告する。なお，研究地域での

沼や湿草地堆積物中からの珪藻検出は，現在県立八百津高等学校

の酒向光隆教諭が行っている。この結果については後日報告の予

定である。

この研究にあたって，県立土岐高等学校の塚越芙教諭に植物化

石の同定をしていただいた。また，石徹白の石徹白藤左ヱ門氏に

は植物化石についてご教示いただいた。ここに記して感謝の意を

表する。

2．地形・地質のあらまし

石徹白地域は，白山山系の南端に位置する山地にあり，そこを

九頭竜川上流の石徹白川が北から南へと開析している。

・・・・へ。3。km薙許諾器驚黒岩誓言課業愚説
成している。東側には，銚子ケ峰（1，810m），丸山（1，786m），

図1　研究地域の位置（斜線部）
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図2　岐阜県石徹白周辺地域における平坦面の分布図

（国土地理院発行の5万分のl地形図「白山」，「白鳥」，「越前勝山」，「荒島岳」の1部を使用）

芦倉山（1，717m），天狗山（1，658m），大目ケ岳（1，709m）および毘沙門岳（1，386m）が並ぶ。

これらが銚子ケ峰の北方で1つになって，一ノ峰から別山，白山へと続く山系をなす。地形は願教

寺山から野伏ケ岳にかけての西側は急峻であるが，そのほかは火山体の名残りを残しており、それ

ほど険しくない。また，この地域一帯には平坦面や緩やかな地形面が点在する。それらの多くは定

高性を持ち，標高から2つのグループに分けることができる。標高1，200－1，110mの平坦面地形は
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高度がよくそろっている。一方，標高1，030－850mの平坦面地形は石徹白川に沿って下流にむかっ

て規則正しく低くなっている。なお，標高1，300m以上に発達する平坦面は規模が小さく，定高性

が特に認められない。

この地域の地質は，安山岩類とその基盤岩類に分けられる。願教寺山から野伏ケ岳にかけての安

山岩類は鮮新世後期（約300万年前），丸山の安山岩類は更新世中期（30－40万年前），大日ケ岳の

安山岩類は更新世前期（90－100万年前），毘沙門岳の安山岩類は更新世中期（30－40万年前）のK
－Ar年代を示す（清水ほか，1988）。芦倉山と天狗山は、丸山と同時代とされている（岐阜県地質

鉱山図，1981）。このなかで　願教寺山から野伏ケ岳にかけての安山岩類は，速水ほか（1986）によ

り成層火山体を形成する願教寺火山の噴出物として報告された。

基盤岩類は古いほうから順に，手取層群，中生代酸性火山岩類，打波川火砕流堆積物である。手

取層群は石徹白川上流域と石徹白集落の南に分布する。中粒一細粒砂岩を主体とし，わずかに頁岩

層をはさむ赤岩亜層群である。中生代末酸性火山岩類は石徹白集落の北に分布し，流紋岩質溶結凝

灰岩を主体とし，一部に火山礫凝灰岩を含む。打波川火砕流堆積物は石徹白川上流域で　手取層群

や中生代末酸性火山岩類を覆って分布する。本層は流紋岩質溶結凝灰岩を主体とする。

標高1，120－1，200mに分布する平坦面の基底部には湖成堆積物があずかに分布することがある。

このなかからは鮮新世の植物化石がみつかった。願教寺山北西山麓に見られるこれと類似した地層

については，伊藤・白竹（1983）が古願教寺湖による堆積物とした。

3．平坦な地形面と沼・湿草地

願教寺山から野伏ケ岳にかけて続く山地の東山麓には，平坦面がいくつか発達する。そのうちで

標高1，110mから1，200mにかけて定高性をもって広がる平坦面が，規模が大きく，そこにはいく

つかの沼・湿草地および湿原などの凹地や，線状凹地をもつ。その平坦面の端には必ず急崖地形を

伴っている。今回は，調査したよも太郎山の東山麓の平坦面（図2のP地点）について述べる。

（l）平坦面と凹地地形
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図3　平坦面地形とその上の凹地（図2のP）

（国土地理院発行の2．5万分の1地形図「石徹白」の1部を使用）

A：沼，B：湿草地，1；火山灰

2；湧出水，3；図6の断層，4；植物化石産出地

よも太郎山の東山麓の平坦面には，沼A，

湿草地B，4つの窪地および線状凹地がある

（図3）。この平坦面は上位から崖錐性堆積

物，安山岩の溶岩流，泥流堆積物，および湖

成堆積物で構成され（図4），その基盤岩は打
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図4　平坦面直下の地質（図3の1－3付近）
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図5　沼と湿草地の形態

波川火砕流堆積物と手取層群である。平坦面上には小さな河川が緩やかに流れている。その河川が

侵食した低い部分には大きな角はった岩塊が多数ある。河川水は凹地や線状凹地などで伏流するこ

とがある。また，平坦面の東側の崖に露出する溶岩流付近からはところどころで湧出水がある。

沼Aは長径122m，短径50mで　長径の向きは山の斜面の向きに沿う（図5）。周囲の約5m幅

の部分は泥炭地で，その内側は浮島になっていて，一部に水面が顔を出している。浮島の厚みは人

が乗れない程度である。北端部の凹地付近で水が伏流する。水のpHは5．2（気温10℃，水温12℃）

を示した。

湿草地Bは長径129m，短径66

mで　長径の向きは山の斜面の向

きに沿う（図5）。1m以上の厚さ

の泥炭で埋まっており，その表面

は平坦で湿った草地になっている

が，それが全体に北へわずかに傾

斜する。その傾斜に従って幅約70

cm，深さ約80cmの小川が曲流して

おり，北端の凹地付近で完全に伏

流する。南西端には過去の小川と

表1　泥炭中の粒子　　　　　　　　（B湿草地，図5の×地点）

深さ （cm） 几���,ﾉ|ｩ�Xﾆ�����蒙ﾘ�｢�粒子量 几���,ﾉ�y�ﾈ�綿�｢� 劍ｮ)�｢�

型 ���Tﾂ�z"�給　源（2） 

5－15 ���C��徴 舒)]��5��バブルウォール 儖r�Ah �4I%��

15－25 ���Cb�少 舒)]��5��〟 ��b�〃 ��b�

25－35 ���C��中 舒)]��5��4問�〃 傅ﾒ�／／ ��b�

35－45 ���Cb�中 舒)]��5��4�X�4問�〃 ��b�〃，AT ���

45－55 ���CB�多 舒)]��5��4�X�4問�〃 �*R�〃 ���

55－65 ���CR�少 舒)]��5��〃 ��b�〃 ���

65－75 ���CR�多 舒)]��5��4問�〟 ��b�〃 ���

75－85 ���CB�中 舒)]��5��〟 �(b�〝 ��b�

85－95 ���C2�中 舒)]��5��4�R�〃 ��ﾒ�〃，AT ���

（1）P；斜長石，In；強磁性鉱物，Au；普通輝石
そこの水が伏流した凹地がある。（2）Ah；アカホヤ火山灰（再堆積），AT；姶良火山灰（再堆積）

表1は，泥炭の深さが1mの場所

（図5の×印）を選んでボーリン

グした資料によるデータである。

この平坦面には4つの線状凹地がみられ，それらは平坦部と山の斜面の境界に沿ってほぼ直線的

に並ぶ。このなかには安山岩の1m以内の角ぼった大きな岩塊が数多くある。
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（2）平坦面と凹地の形成

平坦面を構成する岩石のうち　湖成堆積物，打波川火砕流堆積物および手取層群は，その傾斜が

20度以上で，場所によっては600以上になる。地層の走向はそれぞれ異なる。一方，それより上位の

地層の傾斜は80以内で，平坦面地形とよく合う。また，この地域周辺に発達する大きな面積を持つ

平坦面は，6地点以上存在し，しかもそれらはすべて標高1，110－1，200mの範囲に分布する（図2）。

これだけの数の平坦面がそれぞれ違う成因ででき，しかも全部の高度が一定になったと考えること

には無理がある。いずれも同じような成因によるものと考えるのが好ましい。

前田（1957）は白山山系周辺に見られる平坦面を侵食平坦面とした。森本・松田（1941）は願教

寺山周辺で大きな面積をもつ平坦面を溶岩流の堆積によるものとした。また，日本第四紀学会編

（1987）では図2のP・Q・R地点の平坦面を大崩壊が関与したものとしている。伊藤・白竹（1983）

は，刈込地平坦面（図2の0地点）を侵食小起伏面に願教寺火山岩類が堆積したものとした。さら

に，速水ほか（1986）は本地域の平坦面を泥流堆積物によるものとした。

石徹白川右岸で今回調査した平坦面の地質は，急な傾斜をもつ潮成堆積物や打波川火砕流堆積物

の上位を，緩やかな傾斜の願教寺火山岩類が覆っている。そのためには，願教寺火山岩類が堆積す

る前に，湖沼または，定高性のある地形が形成されている必要があった。

以上のことから，調査した平坦面（図2のP）は，潮成堆積物が堆積した後，緩やかな地形面が

いたるところにあったところへ願教寺火山の活動によって形成されたものと考えられる。その時代

は，願教寺火山岩の年代と同じ約300万年前ということになる。その堆積地形面は当時，かなり広

範囲に広がっていたが，その後の侵食により現在見られるように分断された。平坦面上の小起伏面

やその端の急崖地形の存在は，この侵食を受けたことを反映しているものと考えられる。

平坦面上の小起伏面の低い場所に凹地が分布する。その形態は，沼，浮島をもった沼，湿原，湿

草地，樹木のある凹地，線状凹地などさまざまである。そして，これらはほほ直線に並ぶように配

列する。また，凹地は，そこを埋めて

いる堆積物の状態からこれらの全てが

同じ時期に形成されたものではないと

考えることができる。一方，平坦面は

必ず比高数百mの急崖地形を伴い，そ

こでは崩壊の発生が顕著である。そし

て，平坦面には崖と並行に配列する断

層（図6），線状凹地，沼などがある。

これらのことから，平坦面上に見られ

紫蘇輝石普通輝石‾ラマ寺寺宝 VV＞∨∨Vで ∨＞VvVV ��X���������X���R�ﾄｸ蓼蓼�ｨ���

＞VVVV　V　羊王室雲置き逃務 ミ＼こき一二二十＝ミミ三二 ・VVvv　VVVVV 

・0　●”　　　・．∨VV　V　V 

物∴。∴tD・：●？：∴ 　　　　．一種・∨VVV 

．・0．、〇∴口　∴　VVV　V 

西　∴D・∴〇・ ��ﾅ���h�X�ｨ�X�X����-8�H�R��������ﾈ�"�

泥流堆積

る特徴的な凹地は，平坦面地形の周囲

が侵食きれて，急崖ができてから形成

されていったと考えられる。つまり，崩壊に関連

して出現した断層線上で形成された，比較的新し西

い地形といえるのではなかろうか（図7）。

4．湖成堆積物中の植物化石

今回，平坦面を構成する地質を調査するなかで

いくつかの植物化石を採集した。この地域での植

物化石については報告がないので　その概要を述

べる。産出地点は図3の4で，沢沿いにある下か

ら4番目の堰提付近である。層理の発達した地層

NlOOE60eEの正断層

図6　断層による変位

シル下層

崖錐堆積物

∴∴： 
“、　　ヽ 

ヽ 、 

図7　平坦面上の凹地形成モデル

急崖をもった山体が重力性の正断層変位をした弱

線に沿って凹地が形成される。
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が約3mの規模で露出する（図8）。ラミナの発達する薄い地層

が幾層もきれいに重なることから，潮成堆積物と思われる。

本層の時代は，約300万年前（清水ほか，1988）の年代を示

す願教寺火山岩類より下位に相当することから，鮮新世前半と

考えられる。今後は，多くの化石を採取することにより，奥美

濃地方に分布する古白鳥潮成層中より産出する植物化石等とも

比較検討をしていく必要がある。

植物化石は，AceγCf．mono，Acer Sp．（samara）（翼果）

Ulmus sp．FqguS CfcPenataなどを確認した。

5．まとめ

（1）岐阜県石徹白周辺地域には多数の平坦面が点在し，大半

が2段の定高性をもつ。広い面積をもつ平坦面は標高1，

110－1，200mに分布し，そこには沼をはじめとしてさまざまな

凹地地形が見られる。標高1，030－850mの平坦面は石徹白川に

沿って下流ほど低くなっていく。

（2）願教寺山南東で今回調査した平坦面は，願教寺火山岩類

の堆積によってできた地形面がその後の侵食によって現在見ら　図8　湖成堆積物の地質柱状図

れるようになったものである。平坦面上の凹地地形は，平坦面　　　×印は植物化石の産出層準

の一方側に急崖地形ができてから形成された比較的新しい地形と考えられる。凹地の成因の1つと

して，重力性の正断層変位に伴って生じた弱線に沿って形成された可能性が考えられる。

（3）平坦面の基盤を構成する湖成堆積物には豊富な植物化石が産出する。現在のところ同定でき

た化石も少なく，その植物群の特徴については特定できない。今後，他の平坦面の分布地域も含め

て調査したい。
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図版説明

1．B湿草地を南から望む（図5）

2．A沼の水辺と浮島，浮島には人が乗れない（図5）

3．A沼北方の丸い凹地，大きな岩塊が多い（図5）

4．平坦面上に分布する崖錐性角礫岩（図2の1付近）

5．安山岩溶岩の問からの湧出水（図2の2）

6．軽石質火山灰層（図2の1）
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図版説明

1．R啓uS Cf．cnnaia

2．Ulmus sp．

3．Acer Cf．mono

4．AceγSp．（samam）


